
岡本安晴「計量心理学」補足-1 

補足 5－2 クーダー・リチャードソンの公式の証明 

 

各 iX の値が正答／誤答などの１－０タイプであるとき、それぞれの確率を以

下のようにおく。 

)1Pr( == ii Xp 、 )0Pr(1 ==−= iii Xpq  

このとき、 iX の平均および分散は、以下のようになる。 

( ) iiii pqpXE =×+×= 01  

( ) 2
ii sXVar =  

( ){ } ( ){ } iiii qXEpXE ×−+×−= 22 01  

( ) ( ) iiii qppp 221 −+−=  

iiii qppq 22 +=  

( )iiii qpqp +=  

ii qp=                       （附 5－2.1） 

 式（附 5－2.1）を式（5.7）に代入して、次式を得る。 
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 式（附 5－2.2）は、クーダー・リチャードソンの公式（Kuder-Richardson 

formula,あるいは Kuder-Richardson formula 20、簡単に KR20）式（5.8）で

ある。 
 


